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はじめに
セナンクールの小説『オーベルマン』（1804）は市原豊太によって翻訳され、岩波文庫に収め
られた（上巻1940年、下巻1959年）。市原氏は、フランス語の原文を言語体系の全く異なる日
本語に移し替える上で、さまざまな工夫を施している。例えば、繰り返しを避けるために代名
詞等に置き換えられた名詞を復元する、フランス語特有の抽象的な単語を具体的語句に移し替
える、簡潔な表現に説明的な語句を補う、異なる文化・生活・宗教等の理解を促すような訳文
にする、などである。時に訳者独自の解釈を提案することもある。筆者は拙著の中で、市原氏
の工夫の跡が特段うかがえる文をピックアップし、その原文、訳文、さらにそれをフランス語
に訳し戻した文を並べて掲げた1。本稿では、その中から代表的な例文を選び、基本的に上で
述べた分類（さらなる下位区分もあり）に沿って、やや詳細に見てゆく。最後に、少しく問題と
思われる部分についても指摘したいと思っている。
フランス語テクストは	Senancour,	Oberman ,	Édition	Bercegol,	Paris,	GF	Flammarion,	2003	
を使用し、引用ページは（B.123）のごとく表示する。日本語の訳文については、上巻は（上、123）、
下巻は（下、123）のごとく表示する。下線はすべて筆者が強調のために施したものである。
なお、本稿の最後に改めて言及するが、市原氏は訳文において漢字旧字体（康熙字典体）と歴
史的仮名遣いを使用していることを予め断っておく。
A. 訳文の工夫
フランス語から日本語に翻訳するさい、横のものを縦にするだけでは済まないことは言うま
でもない。名訳者の誉れ高い市原氏が『オーベルマン』をどのように訳したか、その工夫の数々
を見てみよう。
１. 名詞の繰り返し
フランス語（に限らず欧米の言語）は同じ名詞の繰り返しを忌避する。ある効果を出すための
繰り返しは別として（例えば、マラルメの詩における「蒼空、蒼空、蒼空、蒼空」など）、一般的
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に同一文において、さらには同一段落においてさえ、同じ名詞が出現することはフランス語文
としてエレガントではない。名詞の繰り返しを避けるため、代名詞（人称代名詞、指示代名詞、
中性代名詞等）や形容詞（所有形容詞、指示形容詞）等の使用が奨励される。一方、日本語にお
いて名詞の繰り返しはごく普通のことである（実際、筆者はすでに「繰り返し」を4回繰り返し
ている !）。無理に代名詞を使用すると、それこそ翻訳口調となり、日本語文としては違和感が
生じてしまう。市原氏は日本語読者の理解を助けるために、名詞の繰り返し、あるいは再提示
を躊躇しない。次の文は指示代名詞の例である。
« La  scène de  la  vie  a de grandes beautés.  Il  faut  se  considérer  comme étant  là 
seulement  pour  voir ：  il  faut  s’intéresser  sans  illusion,  sans  passion, mais  sans 
indifférence ； comme on s’intéresse aux vicissitudes, aux passions, aux dangers d’un 
récit imaginaire ： celui-là est écrit avec bien de l’éloquence. »（B.366）
「人生の諸〻の情景にはいろいろ大きな美がある。しかし自分はたゞ見物するためにそこ
にゐるのだと思はなくてはならない。そこで興味を抱くのは、あたかも空想の物語のさま
ざまな変化や、情熱や、危険に興味を抱くのとおなじやうに、幻想もなく、激情もなく、
しかし無関心ではなしにやらなくてはならない。人生といふ物語は実に雄弁に書かれてゐ
るのだ。」（下、223-224））
原文下線部における指示代名詞 « celui » は男性単数形で直前の名詞 « récit » を受けるが、
« -là » が付加されているので « un récit imaginaire » つまり「空想の物語」とは別の物語を指
す。これは引用文冒頭の « La scène de la vie » 「人生の諸〻の情景」を意味していると思われ
るので、市原氏は「人生といふ物語」と訳したわけである。このほかに、例をいくつか箇条的に
掲げておこう。
人称代名詞：
« On lui a dit à Vevey »（B.304）
 「ハンツはヴヴェーで ［...］ と言はれた」（下、127-128）
中性代名詞＆不定冠詞：
« Ce devoir a cessé d’en être un dans l’opinion » （B.300）
 「この義務は ［...］ 世間一般の考の中には義務ではなくなつてしまつた」（下、123）
所有形容詞：
« son domaine nécessaire » （B.229）
 「魂の必要な領
りやう
域
ゐき
」（下、16）
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指示形容詞：
« Ce mérite est très grand » （B.79）
「有德だといふのは大きな値打ちだが」（上、63）
名詞化した形容詞：
« les véritables sont sacrifiés par presque tous » （B.214）
「眞の義務は ［...］ 殆ど萬人によつて犠牲にされる」（上、298）
定冠詞＋名詞：
« Le mal gagne » （B.304）
「この誤解の病気はひろがる」（下、128）
２. 抽象的な単語を具体的な語句へ
フランス語は比較的抽象度の高い言語である。英語と比べて全体の単語数が少なく、一つの
単語が文脈に応じていろいろな意味を帯びる。以下、名詞の訳し方、動詞の訳し方、形容詞・
過去分詞の訳し方に分けて見てゆくことにする。
２-１. 名詞の訳し方
フランス語の抽象名詞は、具体的な意味で使用される場合もある。市原氏は抽象名詞を訳す
とき、適当な言葉を補うか意訳するなどして、読者の理解を図ろうと努める。例えば以下の2
つの例文において、同じ単語が別様に訳されている。
« Nous nous mettions à sourire de ce mouvement toujours ardent et toujours trompé »
（B.283）
「我々は常に熱烈な而
しか
も常に裏切られるあの心の動きに対してそろそろ微笑するやうにな
りはじめてゐた」（下、99）
  
« je vais donc laisser la forêt, le mouvement, l’habitude rêveuse » （B.133）
「それでお別れにしようと思ふのだ、森とも、散歩とも、夢想の習慣とも」（上、157）
1番目の文において「動き、運動」を表わす « mouvement » を、市原氏は「心の」を補って「心の
動き」と訳している。これに対して、2番目の文において « mouvement » は恐らく「体の動き」、
「足の動き」を表わしていると推察されるのであるが、市原氏はずばり「散歩」という訳語を与え
ている。« la  forêt » とはフォンテーヌブローの森のことであり、オーベルマンがそこでの散
策を好んでいたからである。
このほかにも、抽象的な単語を具体的な語句に訳した例として、« la simplicité » （B.119）⇒
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「簡素な生活」（上、133）、« froidissement » （B.154） ⇒「感情の冷却」（上、193）、« indifférence » 
（B.154） ⇒「人や物に對する冷淡無關心」（上、193）、« l’immortalité » （B.169） ⇒「靈魂不滅」（上、
219）、« probabilité » （B.192） ⇒「死の確率」（上、258）、« la condition » （B.198） ⇒「人間たる
條件」（上、269）、« de l’indépendance » （B.313）「他人のとはちがふ独立なもの」（下、140）、
« une manière » （B.362） ⇒「生き方」（下、219）、« nos institutions » （B.368） ⇒「我々の道徳
的制度」（下、227）等々、枚挙にいとまがない。
さて、次の例ではどうであろうか。
« cette mollesse le fatigue » （B.196）
「やはらかな床は彼を疲らせ」（上、267）
« mollesse » は「柔らかさ」を表わす抽象名詞であるが、市原氏は「やはらかな床」と訳している。
この文の少し前に « mollement couché » （B.196） とあり「柔かい床に寢」（上、267）と訳した
ことを受けている。フランス語の発想としては、ベッドの柔らかさという無生物主語が「彼」を
疲れさせるのであるが、それでは日本語にならない。日本語文としては「ベッドの柔らかさに
彼は疲れ」などがベターであり、さらに意訳するならば、例えば「柔らかいベッドに安住するこ
とに彼は倦み疲れ」とでもなろう。が、市原氏は「やはらかな床」を主語にすることにとどめた。
文が冗長になることを恐れたのではないか。
抽象名詞とは反対に、以下の文のように、具体的なものを表わす名詞（具象名詞?）を使用し
たオーベルマンの言わんとするところを考慮して訳したケースもある。
« le reste est douleur et fumée » （B.292）
「その他は苦痛か又は煙のやうに空
むな
しいものだ」（下、112）
また、具体的なものを表わす語句の羅列を、抽象的あるいは一般的な表現でまとめたケース
も以下に紹介しておこう。これも読者の理解を促進させる訳者の工夫である。
« des chandelles romaines, des cravates élastiques et des dragées de baptême » （B.200）
「蠟燭形花火だとかゴムつき伸縮襟餝だとか洗禮祝用杏糖だとかいふつまらぬ文明の發明
品」（上、275）
２-２. 動詞の訳し方
以下の例は、フランスのことわざ « Si jeunesse savait, si vieillesse pouvait. » を連想させる
が、単独では漠然とした意味の準動詞 « pouvoir » や « savoir » を、市原氏は目的語を補いつ
つ意訳している。
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« quand on peut et quand on sait » （B.406）
「人が力をもち、智慧を有する限り」（下、285）
以下の文も目的語を欠いているが（他動詞の絶対的用法）、市原氏は目的語として想定される
語を補足し、日本語文として分かりやすく訳している。
« Quand l’existence est vide, peut-elle satisfaire ? » （B.181）
「生活が空虛である時、それで心を滿足させることが出來るだらうか」（上、240）
« il ［i.e.  l’irrémédiable ennui］ dévore, il éteint » （B.189）
「生をむしばみ、火を消す」（上、254）
次の文における動詞 « végéter » は「（植物などが）かろうじて生育する」（『ロワイヤル仏和
中辞典』（旺文社））が原義だが、人生に目的を見いだせないでいる青年の現実の生きざまを読
者に訴えかけるような訳にしている。
« il végète et s’endort » （B.189）
「生きるとは名ばかりにながらへてやがて眠るのだ」（上、254）
次の例は直訳すると「彼の犠牲者を殺す」となるが、これは誇張法（hyperbole）の修辞である
ことを踏まえて、読者の誤解を招かないよう配慮した訳としている。
« tuer sa victime » （B.201）「女一人を言はゞ殺した」（上、275）
２-３. 形容詞・過去分詞の訳し方
形容詞に関しても、直訳や逐語訳ではなく、適宜言葉を補ったり、意訳したりしている。次
の例において
« passion universelle » （B.76）「時空を問はぬ萬物への熱情」（上、58）
「普遍的な情熱」という直訳では意味が通じにくい。オーベルマンが、人生、人間、自然を含め
た万物に情熱的に問いかけた一夜の出来事についての記述であることを考慮した訳となってい
る。このほかにも、« une perfection trompeuse » （B.140）⇒「見せかけだけで滿足そうに見え
る事物」（上、172-173）、 « Il ne sera pas expansif. » （B.156）⇒「心の儘を人懷
なつ
こく語つたり 
［...］ といふやうなことはないだらう」（上、197）、« afin d’être libre » （B.318）⇒「他人に気
き
兼
がね
ねもなく自由でゐられるやうに」（下、148-149）などと言葉を補ったり、« mes heures froids »
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２	時代がロマン主義に向い、抒情的で饒舌な文体へと向かう流れにセナンクールは逆行した。
（B.410）⇒「面白くもない時間」（下、291）のように意訳したり、以下の例のように同じ単語を
文脈によってそれぞれ訳し分ける、などの工夫をしている。
«	Tout	est	aride	et	fatigant	»	（B.177）「凡ては干乾び荒んで目を疲らせる」（上、232）
«	fatigant	à	moi-même	»	（B.183）「自分で自分を持て餘してゐる」（上、243）
欧米の言語において、形容詞と並んで過去分詞も修飾辞としてよく使用される。が、過去分
詞は日本語に存在せず、受動的な意味になることもあって翻訳口調になりやすい。以下の文に
おいても、やや翻訳体ではあるが、学者たちが何によって誘惑されているのか、市原氏は言葉
を補っている。
«	 l’éternel	 oubli,	 roulant	 sur	 leurs	 têtes	 savantes	 et	 séduites,	 amène	 leur	mort	
nécessaire	»	（B.102）
「永遠の忘却は、學識の饒かな、又知の樂しさに誘惑されたこれらの頭腦の上を旋り、免
れ得ない死をもたらし」（上、104）
このほかにも	«	sagesse	avancée	»	（B.76）⇒「深遠の處に逹した叡智」（上、58）や	«	des	cœurs	
ulcérés	»	（B.396）⇒「怨
ゑん
恨
こん
にたゞれた心」（下、271）のように適宜語句を補足している。とりわけ、
«	des	bourgeois	étonnés	»	（B.161）⇒「有頂天になつた俄分限」（上、205）などは、急に金持ち
になって驚いている町人の様子をうまく伝えており、日本語としてこなれた訳となっている。
３. 簡潔な表現に語句を補う
セナンクールの文章は概ね簡潔である2。市原氏はテクストの行間を読み、読者の便を図っ
て言葉を補い、原文の理解につながるような訳をつける。例えば、«	contre	des	vértés	qui	les	［i.e.	
une	certaine	classse	d’hommes］	trompent	»	（B.160）⇒「かういふ哀れな人々を欺いてゐる幾つ
かの似非の眞理	［…］	に對して」（上、203）、«	eh	bien	!	»	（B.194）⇒「宜しい、やつてみるがいゝ」
（上、262）、«	ces	insensés	»	⇒（B.219）「放埓な男女」（上、306）、«	vous	me	glacez	»	⇒（B.264）
「恐しい顔で寒くなる」（下、69）、«	des	cœurs	jeunes	»	（B.368）⇒「若い女の心」（下、227）、
«	Voilà	pour	ces	temps	dont	tout	est	perdu.	»	（B.407）⇒「これが何もかも失はれてしまつたあ
の時代への未練だ。」（下、287）、«	Mais	un	frère	a	des	larmes.	»	（B.410）⇒「兄には妹を思ふ
涙があるのだ。」（下、292）、など。
以下の3つの文・語句には、原文には存在しない「宗教」という語を付加している。
«	je	suis	libre	de	chaînes	ridicules	ou	adorées	»	（B.137）「あの滑稽な、といって悪ければ
有難がられてゐる宗敎の鏁にも縛られて居らず」（上、166）
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« Les devoirs imaginaires » （B.214）「空想的な宗敎上の義務」（上、297）
« secret de toutes les initiations » （B.237）「すべての宗教導入の秘義であり」（下、28）
セナンクールはカトリックの教義（ドグマ）に対して懐疑的であり、『オーベルマン』の主人公（語
り手）の口を借りて暗に自らの批判を語る。だが、1801年、ナポレオンがローマ法王ピウス7
世と政教協約（コンコルダ）を結んでおり、当局や教会に対する警戒からか、言葉遣いは慎重で
ある。市原氏はセナンクールの思想的背景を踏まえ、作者の黙説法（réticence）の意を汲み、そ
の言わんとすることを代弁している。
以下の2つの文には数詞が使われているが、市原氏はその数字が意味するものを補い訳出す
る。
« coupant ainsi en trois parties l’indivisible éternité » （B.370）
「かうして分つことのできぬ永遠を過・現・未の三つの部分に截
き
る」（下、236）
« mépriser une des deux idées » （B.376）
「迷信と義務といふこの二つの思想の中の一つを軽
けい
蔑
べつ
する」（下、240）
市原氏はまた読者が迷子にならないよう、文と文を関連付けるような字句を補う。以下はオー
ベルマンが茶や葡萄酒といった「刺激物」が身体に与える影響について述べた一節である。
« Nous ne suivons plus le cours du monde » （B.306）
「さういふ刺戟物による場合、我々はもはや世界の自然な流れに従つてはゐない」（下、
131）
 いまひとつ似たような例をあげる。
« il se trouverait des prétextes, et même des motifs, de manquer à la règle » （B.312）
「若
も
しもそんな風
ふう
であると、その規律に違反するやうな逃
にげ
口
こう
上
じやう
だの、時には理由などもい
ろいろ出て来さうだ」（下、139）
条件法で示された結果を引き起こすであろう仮定の部分を補足しているのである。
４. 挿入句の付加
以下のテクストは、オーベルマンが文通相手に反駁するために、文通相手の、ひいては世間
一般の考え方をまとめている部分であり、決してオーベルマンの意見ではない。市原氏は読者
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の誤読・誤解を避けるため、下線部のような挿入句を付加している。
« C’est une gloire de renoncer à la vie quand elle est bonne » （B.191） « C’est la nature, 
c’est  l’intelligence suprême qui veulent que  je plie ma tête sous  le  joug  insultant et 
lourd. Elles veulent que je m’attache à ma chaîne, et que je la traîne docilement, jusqu’à 
l’instant où  il vous plaira de  la briser  sur ma  tête. Quoi que vous  fassiez, un Dieu 
vous  livre ma vie ； et  l’ordre du monde serait  interverti si votre esclave échappait. / 
L’Éternel m’a donné  l’existence et m’a chargé de mon rôle  individuel dans  l’harmonie 
de ses œuvres； je dois le remplir jusqu’à la fin, et je n’ai pas le droit de me soustraire à 
son empire.  » （B.194）
「彼等によれば、生が樂しいものである時それを捨てるのは一つの榮光であり」（上、257） 
「實に人を馬鹿にした重苦しい束縛の下に僕が頭を垂れるのは、自然の意志であり、最高
の理知の意志だといふ。この二つの意志によつて僕は鏁につながれなければならず、君逹
がその鏁を切つてやらうと思ふ時まで溫
おとな
柔しく引摺つて歩かなければならないのださう
だ。又君逹がいくら厭だと言つても或る神が僕の生命を諸君の手に委ねたのであつて、若
しもこの奴隷が君逹の手から逃れたならば世界の秩序が攪亂されるのださうだ！ / 君逹は
言ふ、神が僕に生命を與へ、僕の役割を擔わせた、それは神の仕事の調和のためである。
僕はその役割を最後まで勸めて行かなければならず、その支配から迯れ出る權利はない
と。」（上、262-263）
５. 語義の変化への配慮
『オーベルマン』の初版は1804年に刊行された。当時から現在にかけて意味が変化した単語
に関しては、市原氏は当然ながら当時の語義で訳している。
« je trouve du café ailleurs ［...］ sans me morfondre à Hambourg » （B.345）
「ハンブルグで凍
こゞ
えたりせずに、ほかの処でコーヒーを見
み
付
つ
けます」（下、190）
« se morfondre » の現代の意味「待ちあぐむ、待ちくたびれる」では意味が通らない。
« une délicatesse officieuse » （B.221）「親切で細かい心やり」（上、310）
« officieuse » の現代の意味「非公式な」では意味が通らない。
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６. 異文化、生活、宗教等への理解
市原氏は、フランス語と日本語という言語体系の違いだけでなく、その背景にある生活、文
化、宗教等も考慮に入れている。3つ例を挙げる。
« une seule larme dans les hameaux et au quatrième étage » （B.222）
「寒村の茅屋とか屋根裏に近いアパルトマンなどで流される涙」（上、311）
« hameaux » は「（村落から離れた）小集落、部落」（『ロワイヤル仏和中辞典』）、« quatrième 
étage » は直訳すれば「5階」。フランスのエレベーターなしのアパルトマンは上階に上がるほ
ど家賃が下がる。バルザックの小説『ゴリオ爺さん』（1835）において、裕福な商人あがりのゴ
リオ老人が、貴族に嫁がせた娘たちに無心されて次第に零落し、下宿の上階に引っ越していっ
たことが思い出される。屋根裏部屋は貧しい学生や芸術家、お針子などが住む部屋であった。
« hameaux » もこれに合わせて侘しさを強調する訳としたのであろう。
« l’esprit d’antichambre » （B.286）「控
ひかへ
の間
ま
の従僕根性」（下、103）
直訳すれば「控えの間の精神」。« antichambre » の原義は「控えの間」だが、『仏和大辞典』（白
水社）によると、「［意味を広げて］［集合的に］（権利・地位などを得ようとして）面会を待つ請
願者」の意味があるので、「控えの間の精神」とは、陳情や猟官運動を含意する場合もあろう。
しかし、『仏和大辞典』によると、もう一つ「［集合的に］召使い」をも意味する。『オーベルマン』
の文脈では、オーベルマンの下男ハンツは、主人に対して決して卑屈な振る舞いをする男では
ない、ということが述べられている。そこで市原氏は「従僕」を挿入して「控の間の従僕根性」と
訳した。もしハンツにそういうところがあったら、自分は手元に置いておかないつもりだ、と
オーベルマンが言ったことを受けている。
«  Dévote avec tendresse, offrant ses amertumes » （B.219）
「信仰の篤い女だが情愛があり、自分の辛い思ひを罪のあがなひとして甘受しつゝ」（上、
306-307）
下線部を直訳すれば「自分の辛い思いを（神に）捧げつつ」。『新スタンダード仏和辞典』（大修館）
には « offrir à Dieu ses souffrances » という用例があり、「（罪のつぐないに）苦しみを堪え忍
ぶ」という訳が与えられ、『仏和大辞典』にも « offrir à Dieu ses afflictions » という用例があり、
「（罪のあがないに）苦悩を耐え忍ぶ」という訳が示され（両辞書、微妙に異なる用例と訳文！）、
また、『ロワイヤル仏和中辞典』には « offrir ses maux à Dieu » という用例があり、「（贖罪と
して）神に自らの不幸をささげる」という訳が掲げられている。罪の贖いは、十字架に架けられ、
血を流したイエス・キリストによって成し遂げられ、それを信ずる者は救われるはずであるの
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３	 	Paul	Robert,	Dictionnaire	alphabétique	et	analogique	de	 la	 langue	 française, 	Paris,	Société	du	Nouveau	
Littré,	1963,	6	vols	et	supplément.
４	 	市原氏の文集『内的風景派』（文藝春秋、1972）には、道元禅師『正法眼蔵随聞記』への言及（p.55,	p.315）、法華
経への言及（p.70,	p.348）、参禅の記録（p.347-p.351）などが見える。
で、以上の訳文には首肯しかねる部分がなきにしもあらずである。そこでロベール仏仏辞典3
をひくと、«	Par	anal.	Offrir	à	Dieu	ses	maux,	ses	souffrances. 	V.	Expiation	»	という記述があ
り、「贖い」へと差し向けられる。また、«	Cf.	Conformer,	cit	3	»	とあるので、そちらを参照す
ると、ボシュエのオルレアン公夫人棺前説教から以下が引用されている。«	Elle	se	conformait	
aux	ordres	de	Dieu,	elle	lui	offrait	ses	souffrances	en	expiation	de	ses	fautes.	»	思うにここに
はカトリックの贖罪観が現われているのであろう。いずれにしても、「罪のあがないとして甘受」
と訳した市原氏のキリスト教理解がうかがえて興味深い。ちなみに市原氏は仏教に帰依、もし
くは親近感を持っていたと思われる4。
７. 固有名詞の扱い
『オーベルマン』には主人公の青年が散策したスイスの山々やフランスのフォンテーヌブロー
の森周辺の地名などが頻出する。市原氏はそれらに適宜注を付しているが、以下のような人名
には訳文中に織り込む形で、読者に彼らの性質が分かるよう工夫している。
«	il	n’aime	point	comme	Titus	»	（B.151）
「ティテュスのするやうな優しい戀とはちがふ」（上、186）
ティテュスはローマ皇帝で、パレスチナの女王ベレニスと悲恋のすえ引き裂かれる。フランス
人読者にはラシーヌの悲劇『ベレニス』（1670）でおなじみである。
«	dans	les	bras	du	Lovelace	»	（B.370）「女蕩
たら
しの腕の中に」（下、230）
ラブレイスはイギリスの作家リチャードソンの小説『クラリッサ』（または『クラリッサ・ハー
ロウ』とも）（1749）に登場するプレイボーイで、タイトルロールのヒロインをかどわかす。こ
の小説は当時、大流行したが、今日の日本の一般読者にはピンとこないので下線のように普通
名詞として意訳したわけである。
一方で、«	par	un	orateur	»	（B.82）	を「辯舌家のシセロンの言葉」（上、69）と訳した箇所が
ある。これは『オーベルマン』の原注でCicéron	の名が挙げられていることによるものであるが、
「キケロー」という原音表記の方が望ましかったであろう。
８. 独自の解釈、「修正」
努めて原文に忠実に訳す市原氏であるが、時に原文を「修正」して、時に独自の解釈をして、
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５	 Cf.	Georges	Borgeaud,	«	L’espace	désenchanté	de	Senancour	»,	préface	d’Oberman ,	Paris,	U.G.C.,	1956.
６	市原豊太『日本の禅語録	第十五巻	無難・正受』（講談社、1979）
独特の訳をつける場合がある。
«	la	providence	de	l’homme	»	（B.222）「人間の意志」（上、312）
訳文の前後を示すと「倫理こそ人間の意志に委ねられた人間の唯一の学である」。«	providence	»	
の訳は通常は「摂理」である。が、それは神（超越者）のものであるから「人間の摂理」ではおかし
いと考えたと推察される。
«	lorsque	je	pressens	cet	espace	désenchanté	»	（B.183）
「この幻滅の時間を豫感する時」（上、243）
«	espace	désenchanté	»	の逐語訳は「幻滅の空間」。原文の続き示すと	«	（...）	lorsque	je	pressens	
cet	espace	désenchanté	où	vont	se	traîner	les	restes	de	ma	jeunesse	et	de	la	vie；	et	que	ma	
pensée	cherche	à	suivre	d’avance	la	pente	uniforme	où	tout	coule	et	se	perd；	que	trouvez-
vous	que	 je	puisse	attendre	à	son	 terme,	et	qui	pourrait	me	cacher	 l’abîme	où	 tout	cela	
va	finir?	»	となっており、«	la	pente	uniforme	»	「あの單調な坂道」や	«	l’abîme	»	「深淵」と
いった、空間をイメージさせる語句が散りばめられている。なるほど『仏和大辞典』による
と、«	espace	»	には「時間的広がり、期間」の意味がある上、フランス語の関係代名詞	«	où	»	
は英語の関係副詞“where”と“when”の両方の働きを兼ねるので、引用文中最初の関係代名
詞	«	où	»	の先行詞	«	espace	désenchanté	»	は空間・時間いずれを指すとも考えられる。ただ、
「空間を豫感する」では日本語としておかしいと市原氏は考えたのであろう5。
«	l’indépendance	de	l’homme	dans	une	nature	possédée	»	（B.107）
「自然と一つになつた人間の自由などのよさ」（上、113）
原文では自然が人間によって所有・支配されているのであるが、市原氏の訳文では自然と人間
が一体となっている。人間が自然を支配するユダヤ・キリスト教思想、西洋思想に対して、禅
などの東洋思想が反映しているように見受けられる。ちなみに市原氏は禅語録の注釈書も出し
ている6。
«	quand	sous	le	ciel	d’été	［...］	une	voix	de	femme	chante	à	quatre	heures	»	（B.173）
「夏の日の四時頃	［...］	アルトの歌聲が聞える時」（上、226）
ロマンチックな感興を催させるものの例として「十月の太陽が葉の黄ばんだ林を蔽ふ霧の中か
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７	 	参考までに、『オーベルマン』第34信にはグルックのオペラ『オルフェとウーリディス』（1774）への言及があ
る。オルフェウスが亡くした最愛の妻エウリュディケーを連れ戻すため黄泉の国まで下って行くというこの
「ロマンチック」なオペラのフランス語版ではメゾソプラノがオルフェのズボン役を務めることが多いとのこ
とである（澤田肇『フランス・オペラの魅惑』上智大学出版、2013、p.82）。
８	 	市原氏はバルザック愛好家であったが、一日50杯コーヒーを飲んで小説執筆に邁進したという文豪を思い出
したのかもしれない。
９	 	「名を擧げるのは惡いが岩波書店などは、いはゆる進歩的文化人がジャーナリズムに歡迎されるのに左袒し
て、改惡された國字表記で、文庫本を始め、新カナを用ひなかった和辻哲郎氏の全集まで改惡した。しかし
飽くまで正しい傳統を守つて居られた鈴木先生の名譯、『ヴィヨン詩集』や『マラルメ詩集』の文庫本には汚れ
た手を加へることができなかつた。正しさは所詮強いのである。」（市原豊太「鈴木信太郎先生」（『内的風景派』
所収、p.208）。また、同氏の「偽惡醜日本語	─	鱓
ごまめ
の齒
は
軋
ぎし
り	─」（前掲書所収、p.124-p.135）も参照のこと。
	 	なお、築島裕氏によると、「作家や外国文学研究家の中に、この流れの人 （々萩原注：旧仮名遣いを守る人）
が多いように見受けられた」とのことである（『歴史的仮名遣い	その成立と特徴』吉川弘文館、2014、p.4）。
ら現はれる時」や「一筋の流れが木立に圍まれた草原に流れて來て、沈む月の光を躍らせて落ち
る時」と並んで「一片の雲影もない夏の日の四時頃、ある大都會の家壁や屋根の間から稍〻遠く
アルトの歌聲が聞える時など」とある。下線部の原文を直訳すれば「女の声」または「女声」。ソ
プラノでもなくメゾソプラノでもなく、なぜアルトなのか?	市原氏の感性のなせるわざとしか
言いようがない7。
«	J’ai	cherché	le	thé	pour	m’affaiblir	［...］	»	（B.410）
「気力をそぐためにコーヒーでなく茶にし	［...］」（下、291）
この文は「心をまぎらすために葡
ぶ
萄
だう
酒
しゆ
さへ求めた」と続く。市原氏は原文に何か不十分なものを
感じたのであろうか、原文にはない「コーヒー」を訳文に追加・挿入した。上（3.簡潔な表現に
語句を補う）で見たように、オーベルマンは茶や葡萄酒も「刺激物」であると述べていたので、「茶
が気力をそぐ」のは論理が首尾一貫していないと市原氏は案じ、比較のため、さらに刺激が強く、
「気力を出させる」コーヒーを持ち出したものと推察される8。
B. 問題点
１. 旧漢字・旧仮名遣い
これまでご覧に入れた訳文の例を見て分かるように、市原氏は漢字旧字体と歴史的仮名遣い
を使用している。これは単に訳した時代が古い、ということによるだけではない。確かに上巻
は戦前（1940年）に出たが、下巻は戦後（1959年）のものである。実は市原氏は当用漢字と現代
かなづかいの導入を批判していたのである9。氏の旧漢字・旧仮名遣い擁護を難じるつもりは
ないけれども、やはり今日の読者にとって読みづらいことは認めざるを得ない。新しい世代の
読者を獲得しようと思うならば、常用漢字・現代かなづかい表記が求められる。とはいえ、そ
れによって『オーベルマン』の読者が爆発的に増えるわけではないだろうけれども。
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10	 André	Monglond,	Le	journal	intime	d’Oberman, 	Grenoble,	Arthaud,	1947.
２. 文体の問題：「だ・である」か「です・ます」か
市原氏は「だ・である」体を採用したが、『オーベルマン』は書簡体小説であるので、「です・ます」
体の方がふさわしいとも言える。モングロンの著書にもあるように10、この小説の内容は書簡
というより日記に近いのだけれども、例えば第40信や第41信など、文通相手とダイアローグ
しようとする場合もあるのである。だが、技術的見地から言えば、全編「です・ます」体で通す
と訳文全体が冗長となるおそれはある。
３. まれな意味の取り違え
弘法にも筆の誤りか、市原氏もまれに原文の意味を取り違えることがある。以下のテクスト
の訳は、原文よりも楽天的な調子となっているのではないだろうか。
«	L’esprit	humain	trouve	toujours	à	se	perdre	dans	cette	 liaison	des	choses	effectuées	
avec	 leurs	conséquences	 inconnues.	 	 Il	pourrait	 imaginer	que	ces	conséquences	d’un	
ordre	future	et	d’une	suite	sans	borne	aux	choses	présentes,	n’ont	d’autres	fondements	
que	 la	possibilité	de	 leurs	 suppositions,	 et	qu’elles	doivent	être	comptées	parmi	 les	
moyens	qui	 retiennent	 l’homme	dans	 la	diversité,	 dans	 les	 oppositions	 et	 dans	 la	
perpétuelle	 incertitude,	 où	 le	plonge	 la	perception	 incomplète	des	propriétés	 et	de	
l’enchaînement	des	choses.	»	（B.170）
「人間の精神はかういふ實行された事物とその未知の影響との聯絡を考へると何時も途方
に暮れるものだ。このやうに現前の事物に或る未來の世界と果てしない後續があると考へ
ることの根據は、たゞそれらの推測が可能だといふこと以外にはないと想像することも出
來よう、しかしこのやうに考へるからこそ、人間は銘々いろ〻に違つてゐても、對立矛盾
があつて事物の諸々の屬性やその因果關係などの不完全な知覺によつて絶え間のない不安
の中に浸されてゐても、まづ我慢してゐられるので、これは有難いと思はなければならな
い。」（上、220-221）
むすびにかえて
市原豊太訳『オーベルマン』の訳文について、特にその苦心の跡をさまざまな角度から見てき
た。市原氏はテクストを深く読み込んでおり、作品の内容や思想的背景を正しく読者に伝えよ
うとあらゆる努力をした。
その一方で、表記の問題と文体の問題があることも事実である。現在品切れになっているの
もそのあたりに原因があるかもしれない。セナンクールの小説は現代にも通じるテーマを内包
している。新しい訳を試みて世に問うことは意義あることであろう。
